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主治医      指導医      HBs抗原（ ＋ － ） HBc抗体（ ＋ － ） HCV抗体（ ＋ － ） 

スケジュール 

 day1 

ヨンデリス（トラベクテジン） 1.2 mg/m2 ↓ 

【注意】＊薬液が漏出した場合、重度の組織障害を起こすおそれがあるので、中心静脈から投与すること。 

☆通常量より減量する際の理由☆ 

 

 

（レジメン） 

day 1 ≪中心静脈より投与≫ 

① 9:00 生食 500 mL ＣＶポートより 維持（20 mL/時間） 

② 9:30 パロノセトロン 0.75 mg ＋ デキサメタゾン 16.5 mg ＋ 生食 50 mL 

 ＣＶポートより 点滴静注 15分（200 mL/時間） 

◎メインの生食でルート内フラッシュ 

☆30分後より 

③ 10:30 ヨンデリス       ＋ 生食 500 mL ＣＶポートより 点滴静注 24時間（20 mL/時間） 

◎終了後メインの生食でルート内フラッシュ 

day 2, 3  デキサメタゾン錠 8 mg 内服 
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